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 化研報告も御覧の雌 転 本号か ら綜報以下すべて英丈とな りまし
昌た
。 これで本誌の価値 も更に高められるこさま期待してお ります。

勿論、編簾者の力量不足のため不備の点 も少か らす園につきます。

本誌をより立派なものにするために、皆様の御協力志御叱正とを切

に希茎する次第です。爾、昨秋行われました定期講演会の要旨の掲

載は本号を以つて一応おわゆました。・次号には後藤教授の綜報をは

じめ、多数の斬新な原報が掲載 される予定です。御期待下さい。
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